
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
（
黒

井
德
夫
組
合
長
）
の
第
19

回
通
常
総
代
会
が
６
月
20

日
、
新
余
目
支
所
２
階
ホ

ー
ル
（
旧
梵
天
）
で
開
か

れ
、
２
０
１
３
年
度
の
事

業
報
告
と
剰
余
金
処
分
案
、

年
度
の
事
業
計
画
が
原

14案
通
り
承
認
さ
れ
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

理
事

人
、
監
事
６
人
を

32

選
任
し
ま
し
た
。

総
代
会
後
の
理
事
会
で

黒
井
德
夫
組
合
長
が
再
任

さ
れ
４
期
目
に
入
り
ま
す
。

専
務
に
田
中
壽
一
氏
を

新
任
し
、
常
務
理
事
に
五

十
嵐
善
昭
氏
を
再
任
、
宮

崎
重
美
氏
を
新
任
し
ま
し

た
。代

表
幹
事
に
坂
清
一
氏

を
新
任
、
常
勤
監
事
に
佐

藤
準
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

総
代
会
終
了
後
に
組
合

員
代
表
者
集
会
に
切
り
替

え
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
に

関
す
る
特
別
決
議
」
を
採

択
し
ま
し
た
。

機
と
車
両
は
来
年
１
月
に

事
業
開
始
す
る
計
画
で
す
。

会
社
名
は
「
株
式
会
社

あ
い
と
サ
ー
ビ
ス
」
で
１

株
５
万
円
の
２
０
０
０
株

（
１
億
円
）
を
農
協
が
全

額
出
資
し
設
立
し
ま
す
。

目
的
と
す
る
事
業
に
は

経
済
４
事
業
の
他
に
、
福

祉
、
介
護
事
業
や
農
畜
産

物
の
加
工
、
貯
蔵
、
販
売
、

共
済
代
理
店
業
、
損
害
保

険
代
理
店
な
ど
も
掲
げ
て

い
ま
す
。

加
藤
鉱
一
総
代
は
質
問

で
、「
協
同
組
合
と
株
式
会

社
の
組
織
理
念
は
異
な
る
。

協
同
組
合
は
社
会
を
良
く

す
る
こ
と
に
あ
り
、
株
式

会
社
は
利
益
の
追
求
を
目

的
と
す
る
組
織
だ
。
政
府

の
規
制
改
革
会
議
の
提
言

で
あ
る
全
農
の
株
式
会
社

化
に
反
論
で
き
な
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

黒
井
組
合
長
は
、「
全
農

は
す
で
に
多
く
の
子
会
社

を
持
っ
て
い
る
。
子
会
社

化
で
組
合
員
の
利
便
性
を

高
め
、
今
よ
り
多
角
的
な

業
務
を
お
こ
な
え
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

円
、
助
成
金
４
２
７
万
円
、

作
業
収
入

万
円
の
合
計

42

６
６
４
万
円
の
事
業
高
と

な
り
ま
し
た
。

年
は
、
わ
ら
び
苗
の

26
販
売
に
も
着
手
し
、
事
業

収
入
８
０
０
万
円
超
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

設
立
時
出
資
金
は
１
０

０
万
円
で
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ

株

万
円
、
個
人

94

94

は
、
佐
々
木
茂
（
一
霞
）、

本
間
サ
ト
子
（
五
十
川
）、

本
間
や
よ
い
（
大
岩
川
）、

佐
藤
宣
夫
（
木
野
俣
）、
菅

原
宣
男
（
小
名
部
）、
佐
藤

昌
幸
（
一
霞
）
の
６
氏
で

す
。

護
保
険
事
業
の
実
施
（
ケ

ア
マ
ネ
、
訪
問
介
護
、
福

祉
用
具
レ
ン
タ
ル
）
に
取

り
組
み
、
支
援
窓
口
と
し

て
「
Ｊ
Ａ
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
設
置

す
る
計
画
で
す
。
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(

株)

あ
い
と
サ
ー
ビ
ス
を
設
立

農
機
・
車
両
・
燃
料
・

葬
祭
の
４
経
済
事
業
の
子

会
社
を
８
月
設
立
し
、
燃

料
と
葬
祭
は

月
に
、
農

10
(

株)

あ
つ
み
農
地
保
全
組
合
の
設
立

温
海
地
域
に
「
株
式
会

社
あ
つ
み
農
地
保
全
組
合
」

が
設
立
さ
れ
ま
す
。

温
海
で
は
地
域
の
特
性

か
ら
小
規
模
兼
業
農
家
が

主
流
で
あ
り
、
荒
廃
農
地

の
急
増
や
農
地
保
全
が
大

き
な
課
題
で
、
平
成

年
24

か
ら
関
係
組
織
で
「
農
地

保
全
組
合
設
立
準
備
委
員

会
」
を
組
織
し
、
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

２
年
目
の

年
は
取
組

25

面
積

㌶
で
、
委
託
農
家

16

数

農
家
と
「
特
定
作
業

54
契
約
」
を
締
結
し
、
あ
つ

み
か
ぶ
や
加
工
か
ぼ
ち
ゃ

等
販
売
事
業
が
１
９
５
万

新
し
く
介
護
保
険
事
業
に
着
手

年
度
は
新
規
に
「
高

26
齢
者
福
祉
事
業
基
本
方
針
」

が
提
案
さ
れ
、
担
い
手
農

家
の
介
護
負
担
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
、
介
護
予
防

活
動
や
高
齢
者
の
見
守
り

等
日
常
生
活
の
支
援
、
介



藤
島
地
域
の
学
校
給
食

に
野
菜
を
届
け
て
い
る
サ

ン
サ
ン
畑
の
会
（
去
渡
勝

宏
会
長
）
が

日
、
会
員

24

研
修
で
三
瀬
保
育
園
と
あ

つ
み
っ
こ
給
食
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。

三
瀬
保
育
園
（
本
間
日

出
子
園
長
）
は
、
海
や
山
、

田
ん
ぼ
や
畑
を
活
か
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
保
育
が
特
徴

で
、
給
食
の
食
材
も
園
児

ら
が
畑
で
つ
く
る
野
菜
や

由
良
で
と
れ
た
新
鮮
な
魚

を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
由
良
漁
港
か

ら
水
揚
げ
さ
れ
た
ス
ズ
キ

を
調
理
前
に
園
児
ら
が
さ

わ
っ
た
り
、
本
で
魚
を
調

べ
た
り
し
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

日
本
の
原
風
景
を
う
た

っ
た
童
謡
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
た
ち
の
持
っ
て
い

る
良
さ
を
す
く
す
く
と
伸

ば
す
保
育
に
市
街
地
か
ら

も
入
園
し
て
い
ま
す
。

あ
つ
み
っ
こ
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
温
海
中
学
校
に

併
設
さ
れ
、
廊
下
を
伝
っ

て
出
来
た
て
の
給
食
が
運

ば
れ
、
５
つ
の
小
学
校
に

は
車
２
台
で
運
ば
れ
ま
す
。

藤
島
ふ
れ
あ
い
食
セ
ン

タ
ー
に
い
た
栄
養
士
の
関

根
淳
さ
ん
が
今
年
か
ら
こ

こ
で
活
躍
し
、
地
域
の
食

材
の
発
見
や
伝
統
食
を
学

び
、
子
ど
も
た
ち
に
本
物

の
味
覚
を
鍛
え
る
と
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

る
議
員
以
外
は
、
何
を
し

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

し
か
し
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
は
、

ど
の
議
員
が
何
を
し
た
か

の
報
道
は
欠
か
さ
な
い
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
６
月

日
20

付
は
、
東
北
を
活
動
地
域

と
す
る
高
橋
議
員
が
成
果

を
上
げ
た
国
会
活
動
を
報

じ
て
い
る
。

仙
台
市
職
員
Ｏ
さ
ん
が
、

３
・

当
日
津
波
警
報
が

11

出
る
中
、
上
司
の
指
示
で
、

広
報
車
で
荒
浜
に
向
か
い

犠
牲
に
な
っ
た
。
遺
族
は
、

地
方
公
務
員
災
害
補
償
基

金
仙
台
支
部
に
特
殊
公
務

災
害
を
申
請
し
た
が
却
下

さ
れ
た
。
特
殊
公
務
災
害

と
は
、
命
の
危
険
が
予
測

さ
れ
る
職
務
に
従
事
す
る

職
員(

消
防
職
員
・
警
察
職

員
等)

へ
の
加
算
制
度
で
あ

る
。高

橋
議
員
は
、
Ｏ
さ
ん

が
「
大
き
な
災
害
が
き
た

ら
、
家
族
の
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

覚
悟
し
て
お
い
て
欲
し
い
」

と
家
族
に
言
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
、
危
険
を

顧
み
ず
職
責
を
果
た
し
た

こ
と
を
認
め
よ
と
、
予
算

委
分
科
会
で
せ
ま
り
、
申

請
し
直
し
の
通
達
を
出
さ

せ
、
却
下
取
り
消
し
の
初

の
逆
転
認
定
を
勝
ち
取
っ

た
の
で
あ
る
。

わ
け
が
な
い
の
だ
し
。

▼
こ
う
い
う
こ
と
に
大
き

な
声
で
反
対
と
言
っ
て
る

の
は
、
か
つ
て
の
大
物
・

加
藤
紘
一
や
与
謝
野
馨
、

武
村
正
義
さ
ん
ら
だ
。
憲

法
九
条
が
あ
る
か
ら
そ
ん

な
こ
と
は
で
き
な
い
ヨ
と

言
っ
て
い
る
。

▼
現
役
の
シ
ョ
ダ
も
こ
の

間
ま
で
彼
等
と
一
緒
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
一
言

が
言
え
な
い
現
役
の
心
が

「
さ
も
し
い
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
が
。

▼
当
選
○
回
と
か
言
え
る

者
共
が
益
々
言
え
な
い
。

ナ
ン
ト
な
れ
ば
内
閣
改
造

で
、
大
臣
の
呼
び
声
が
掛

か
る
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
ス
ケ
ベ
ゴ
コ
ロ
が
あ
る

か
ら
だ
ヨ
。

▼
そ
ん
な
何
人
か
の
ス
ケ

ベ
ゴ
コ
ロ
が
首
相
の
ワ
ガ

マ
マ
を
許
し
、
日
本
を
戦

争
で
き
る
国
に
す
る
の
だ

か
ら
オ
ソ
ロ
シ
イ
こ
と
だ
。

▼
一
言
で
言
っ
た
、
自
民

党
議
員
の
「
さ
も
し
い
心
」

が
こ
ん
な
こ
と
に
し
た
の

だ
と
思
っ
て
い
る
。（
石
川
）

衆
院
議
員
・
高
橋
ち
づ
子
さ
ん

の
成
果
上
げ
た
国
会
活
動

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

さ
も
し
い
心

い
つ
か
麻
生
大
臣
が
使

っ
て
い
た
が
、
見
苦
し
い
、

い
や
し
い
、
卑
劣
で
あ
る
、

心
が
き
た
な
い
（
広
辞
苑
）

と
い
う
の
が
「
さ
も
し
い
」

と
い
う
意
味
だ
。

▼
自
民
党
に
投
票
し
た
人

達
は
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
と
か
秘
密
保
護
法
を

つ
く
る
と
か
で
、
ア
ー
ヨ

シ
ヨ
シ
と
投
票
し
た
人
は

い
な
い
で
し
ょ
う
。

▼
だ
か
ら
と
言
っ
て
地
元

に
帰
っ
た
先
生
、
オ
ラ
ー

首
相
の
言
う
こ
と
に
賛
成

だ
。
俺
を
押
し
た
ア
ン
タ

ラ
の
孫
が
戦
争
に
行
く
こ

と
に
な
る
が
ユ
ル
セ
、
と

語
っ
た
者
も
お
る
ま
い
が
、

戦
争
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
て

る
人
は
大
部
分
で
し
ょ
う
。

▼
し
か
し
ど
う
で
す
か
、

み
な
さ
ん
、
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
と
い
い
な
が
ら
、

近
頃
の
新
聞
の
字
が
武
力

行
使
と
変
わ
っ
て
き
た
と

は
思
い
ま
せ
ん
か
。
自
衛

と
は
闘
い
だ
か
ら
限
定
的

（
チ
ョ
ッ
ト
ダ
ケ
ヨ
）
な

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
６
月

日
付

22

藤
島
サ
ン
サ
ン
畑
の
会
が
研
修
視
察

三
瀬
保
育
園
と
あ
つ
み
っ
こ
給
食
セ
ン
タ
ー

由
良
漁
港
か
ら
水
揚
げ
さ
れ

た
ス
ズ
キ
に
触
る
園
児
た
ち

温
海
中
学
校
に
廊
下
を
伝
っ

て
出
来
た
て
の
温
か
い
給
食

が
運
ば
れ
ま
す
。

国
政
選
挙
が
済
む
と
、

テ
レ
ビ
に
時
々
姿
を
見
せ


